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影響額

1
議
会
政務調査費交付金

調査研究に資するため必要な経費の一部として、各月１日における会派
の所属議員数に月額10,000円を乗じて得た額を交付する。

1,540 0 ◎

2
市
民
交通安全推進委員会
交付金

交通道徳の向上と交通事故防止のため市民運動を展開する。 5,954 △ 595 20 10％削減

3
市
民
交通安全協会交付金 協会会員の緊密なる連絡協調を図り、交通安全に寄与する。 450 △ 45 20 10％削減 10％削減について理解を得た。

4
市
民
交通指導員会交付金

市民を交通事故から守るため、街頭指導をはじめ交通推進事業に参加
協力する団体へ交付する。

1,000 0 被服の更新など、継続が必要である。

5
市
民
民生児童委員協議会
交付金

民生児童委員及び主任児童委員の活動を支援するとともに、民生児童
委員協議会の円滑な運営を図る。

4,908 △ 150 20
運営費一人当たりの金額は年間約90千円で、手当てとして考えれば非常に少
額であり、今後ますます活動の機会が多くなるが、砂川市交付金分の10％削
減は可能であると考える。

協議会代表と協議し削減につい
て理解を得た。

6
市
民
戦没者殉職者慰霊式
行事交付金

先の大戦の犠牲者を追悼し、戦争の惨禍が再び繰り返されないことを祈
り、平和の大切さを改めて認識してもらうことを目的とする。

90 △ 15 20 経費の一部見直しによる削減。（19年度より実施）

7
市
民
高齢者住宅整備資金
利子補給交付金

砂川市高齢者住宅整備資金貸付条例により貸し付けした返還金の利子
の1/2を交付金として助成する。

10 0 既借入分の利子補給（新規借入は廃止済み）

8
市
民
病院群輪番制運営事
業交付金

中空知圏域の休日・夜間における入院治療を必要とする重症患者の医
療を確保するための病院群輪番制の運営事業費を５市５町で負担し５ヶ
所の広域救急医療病院に交付する。

16,558 0 平成18年度に5割削減を実施した。

9
市
民
小児救急医療支援事
業交付金

休日(日曜日)における重症の小児救急患者に対応するための中空知医
療圏単位で砂川・滝川・赤平の３市立病院の輪番制により実施するもの
である。

1,385 0 平成18年度開始事業

10
経
済
勤労者共済会交付金 砂川市勤労者共済会に市付加給付相当額を交付。 5,354 △ 2,500 20

特定保険業法の改正に伴い独自給付総額を１０万円以下にする必要がある。
独自給付分を交付金の算定基礎としていることから、交付金を減額する。

理事長と協議し、役員会で協議
するよう理解を得た。

11
経
済
労働振興費交付金

労働者の諸権利を確立するために活動する団体の活動経費の一部を支
援することにより、団体活動の維持・向上を図り、労働者福祉の維持、向
上につなげる。

2,042 △ 408 20

団体と削減額について協議する。
Q　ここだけ20％となっているのはなぜか？
A　以前からの行革の中でも十分論議してきた経過がありますので今回踏み
込ませていただいた状況です。
・砂川地区連合会は、市内の1,000人を超す労働者で構成されている組織で
あり、雇用の確保や労働福祉の向上をとおし地域活性化のため活動をして
いる。活動推進のための交付金であることをご理解願いたい。

会長と協議し、20％削減を役員
会で今後協議するよう理解を得
た。

12
経
済
認定農家支援資金利
子補給交付金

農業経営の規模拡大に係る経営資金借入れの利子補給を行うことによ
り、農業者の負担軽減を図る。

412 0 債務負担

13
経
済
天災資金利子補給交
付金

天災による被害農家に対し融資を受けた経営資金につき利子補給 42 0 債務負担

14
経
済
中山間地域等直接支
払交付金

対象農家　5戸 対象面積　130,730㎡ 交付金単価　＠21 2,746 0 集落協定に基づく5年間の継続事業

15
経
済
農地・水・環境保全活
動支援事業交付金

農業の持続的発展と多面的機能の健全な発揮を図るため、基盤となる
農地・水・環境の保全と質的向上を図ると共に、農業が本来保有する自
然循環機能を維持・増進することが必要で、非農業者を含めた地域ぐる
みでの効果の高い共同活動を支援する。

5,409 0 19年度から開始された事業。負担金事業に組み替える。

所
属 年度 説明（斜体は行政改革推進委員会の意見等）

条例　◎
規則　○
要綱等　△

各団体との協議状況事業の内容

３．交　付　金

番
号

事業名

平成19年度予算額 見直し案

全体
一般財源
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所
属 年度 説明（斜体は行政改革推進委員会の意見等）

条例　◎
規則　○
要綱等　△

各団体との協議状況事業の内容
番
号

事業名

平成19年度予算額 見直し案

全体
一般財源

16
経
済
森林整備地域活動支
援交付金

森林の有する多面的機能が十分に発揮され適切な森林整備が進められ
るよう、森林所有者による森林施業に不可欠な地域活動を支援するため
に、一定の条件を満たした森林について１年間に１ｈａ当たり５,０００円を
交付。

1,471 0 国の補助3/4

17
経
済
保証融資利子補給交
付金

中小企業の振興と、経営の近代化、健全な発展のため交付する。 10,000 △ 607 20
中小企業等振興条例の見直し（制度融資関連）。運転資金の「保証料金額補
給」→「保証料金額の1/2補給」、「利子補給１％を限度として1／2補給」→「廃
止」する。

商工会議所の中小企業相談所と
協議し条例事項として見直しする
ことについて理解を得た。

◎

18
建
設
緑と花の祭典実行委員
会交付金

「緑と花の祭典」の開催に係る経費の一部を予算の範囲内で交付する。 2,970 △ 150 20

「緑と花の祭典」は緑化都市宣言以来の「緑あふれる公園都市」を象徴するイ
ベントであり、砂川市のまちづくりを市内外へ発信する場でもあります。また、市
内外の来場者も多く春のイベントとして定着していることから、今後とも継続して
いきたい。

推進市民会議役員会を開催し、
削減について理解を得た。見直
し方法は、市民会議各部会で協
議することとなった。

19
教
育
障害児教育推進連絡
協議会交付金

特別支援学級に係る負担金を交付 279 0

体験学習と各障害区分に応じた特別支援教育の上部団体への負担金であり
削減を実施した場合、保護者及び学校長負担が生じる。また、障害児各区分
の人数割合で保護者負担にも不均衡が生じることから、現段階で安易に削減
とならない。体験学習分についても同様である。

20
教
育
学校保健会活動交付金 学校保健法による砂川市学校保健会に係る費用 45 △ 4 20 10％削減 校長会と協議し理解を得た。

21
教
育
教育推進協議会交付金 砂川市教育推進協議会に係る交付金 1,972 △ 197 20 10％削減

教育推進協議会の中の各研究団
体である砂川教育研究会の見直
しを図ることで校長会と協議し、理
解を得た。

22
教
育
総合的な学習の時間
交付金(小学）

児童が自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、自主的に判断し、問題
を解決する資質や能力を育て、各教科で身に付けた知識や技能等を相
互に関連付け、学習や生活において活かし、それらが総合的に働くよう
にする。

729 △ 72 20 10％削減 校長会と協議し理解を得た。

23
教
育
少年自然の家宿泊学
習交付金(小学）

宿泊学習に必要な経費を補助することにより、自然に親しみ、規律ある
集団生活をおこなう機会を確保し、協同・協調と友愛・奉仕の精神及び
豊かな情操と想像力たくましい実践力を養う。

279 △ 76 20 施設使用料のうち食事代金について、保護者負担とする。 校長会と協議し理解を得た。

24
教
育
総合的な学習の時間
交付金(中学）

生徒が自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、自主的に判断し、問題
を解決する資質や能力を育て、各教科で身に付けた知識や技能等を相
互に関連付け、学習や生活において活かし、それらが総合的に働くよう
にする。

321 △ 32 20 10％削減 校長会と協議し理解を得た。

25
教
育
少年自然の家宿泊学
習交付金（中学）

宿泊学習に必要な経費を補助することにより、自然に親しみ、規律ある
集団生活をおこなう機会を確保し、協同・協調と友愛・奉仕の精神及び
豊かな情操と想像力たくましい実践力を養う。

286 △ 78 20 施設使用料のうち食事代金について、保護者負担とする。 校長会と協議し理解を得た。

26
教
育
市民文化祭実行委員
会交付金

昭和43年度より市内文化団体等が日頃の活動成果を発表する場として
開催されている、砂川市民文化祭の経費の全額分を交付金として支出し
ている。

360 △ 36 20 10％削減
実行委員会会長と協議し削減に
ついて理解を得た。

27
教
育
全道中学生剣道錬成
大会交付金

全道中学生剣道錬成大会運営交付金 702 △ 70 20 10％削減 剣道連盟と協議し理解を得た。

計 67,314 △ 5,035交付金影響額

9 交付金


